


　2010年9月27日（月）、工学部14号館にて、東京大学工学系研究科の学位授与式（修了式）がとりおこなわれ、まちづくり
大学院1期生の1名、同2期生の9名が修了しました。
　2010年3月に修了した3名を含めた計13名の修士論文の題目は、以下のとおりです。また、修士論文に挑んだお二人に感
想をお聞きしました。

　東大まちづくり大学院では、全国の地方公共団体とも連携し
て研究や交流を深めています、このたび、その一環として茨城
県桜川市と共催して「地方都市における分権型まちづくりを考
える」と題したシンポジウムを開催しました。

　桜川市は、昨年度、東大まちづくり大学院と「桜川市における
都市のあり方」について共同研究を実施し、人口減少時代のま
ちづくりに貢献する都市計画マスタープランの有様を探って
きました。当日は、市民や茨城県、千葉県、埼玉県の市町村職員
など約 190 名が参加。冒頭、中田市長の挨拶の後、大西隆教授が
基調講話を行い、人口集中地区を持たない桜川市は、これから
の日本の地方都市の姿をいち早く体現しており、こうした都市
で新しいまちづくりの挑戦が始まることは大変意義深いなど
の講話を行いました。
　その後、昨年の共同研究の成果のあらましが報告され、これ
らを踏まえたパネルディスカッションが、大西教授の他、大村
謙二郎教授（筑波大学大学院）、谷口守教授（筑波大学大学院）、
久保田時治氏（（株）常陽産業研究所フェロー）中西賢也氏（国土
交通省）、浅賀宗和氏（桜川市都市計画審議会会長）、林悦子氏
（桜川市議会議員）によって行われました。
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「東大まちづくり大学院シリーズ」ご紹介
松本博之さん
（2010年3月修了）

三浦由理さん
（2010年9月修了）

　まちづくり大学院の熱い講義の内容を広く伝えたい。そんな想いを込めて、まちづくりの先端テーマに的を絞った図書を刊行しています。
この3月に発刊する「人口減少時代の都市計画─制度と戦略─」を含む3冊をご紹介します。いずれも学芸出版社からの発刊です。

低炭素都市の実現には、まちづくりの様々な
政策が大きな転換を遂げて、まちの構成や基
盤から人々の生活や移動の仕方に至るまで、
低炭素型社会の思想と実
践が貫かれる必要がある。
では、その変換とは？　地
球環境問題と都市行政の
専門家と研究者が、建築、
交通、暮らし、都市計画、都
市政策について、事例を交
えて明らかにする。

地域主権が具体化し基礎自治体を中心とし
た自治が進むと、国や府県の関与が減る分、
環境や農地の保全、産業振興など、広域で取り
組むべき問題をどうするか
が、重要になる。多数の自治
体や民間・市民など多元的
な主体を結び、活動を生み出
すための指針として広域計
画が是非必要だ。内外の事例
から立案手法まで幅広く紹
介する。

成長時代の都市計画はまちづくりの阻害要
因にすらなっている。逆都市化、超高齢社会、
低炭素、地方分権、都市間の連携と競争……
突きつけられた課題にいか
に応えるか！？　歴史をふり
かえり、今すでに始まってい
る変化、工夫を捉えなおし、
市民・民間主導のまちづく
りを自治体が支える都市計
画のあり方を構想する待望
の一冊。

■学位授与式終了後の懇親会（2010年9月27日　学士会館にて）

■パネルディスカッションのようす

C M Y K

■まちづくり大学院生の修士論文

■修士論文に挑んで

【2010年 3月修了】
・ハバナ旧市街・密集市街地における二層の街路空間システムの再開発とその評価
・アメリカ メインストリート・プログラムにおける州コーディネート・プログラムの運営
組織と支援体制の研究─TIER SYSTEMの分析を通して─
・都市内河川流域における都市形成及び緑地構造の歴史的変遷をふまえた都市再生計画論に関する研究
─東京都目黒川流域を研究対象として─

【2010年 9月修了】
・新宿副都心計画の経緯と評価に関する研究―総合的計画の再計画に向けて―
・郊外住宅地での住民主導の地区計画策定プロセスにおける自治会と街づくり組織の相互関係
―大和市、町田市、横浜市の戸建住宅地を対象に―
・既成市街地における分散的継続的住宅地更新と空間改変ダイナミズムの研究
・都市的手法によるCO2 削減の可能性・問題点とその円滑な実施のための政策提案
・交通条件からみた東京23区下小規模商店街の類型化に関する研究
・住宅地におけるCO2 排出削減技術の適用可能性と次世代住宅地像の研究
・欧州諸都市の歴史的発展過程を考慮した広場 - 街路空間のネットワーク分析
・創造産業と創造階級による都市再生の可能性に関する基礎的研究 
　～政令指定13都市と東京特別区の比較分析の試み～
・市街化調整区域内の開発の実態と課題 －伊勢原市南部地域におけるケーススタディ－
・首都圏大規模ニュータウンの持続可能性に関する研究 ～自立性及びソーシャルミックスを中心に～

Topix
日　時 平成22年11月1日(月）13：15～17：00
場　所 桜川市大和ふれあいセンターシトラス
基調講話 大西　隆 氏（東京大学大学院教授）
「地域が決める・市民が輝く─地方都市の新しいまちづくりへの展望─」
研究報告
「桜川市における都市計画の展望・桜川市都市のあり方研究報告」
パネルディスカッション
「地域・環境・コミュニティを包括する新しいまちづくりを考える」

2010年9月27日（月）、学位授与式（修了式）を開催

 東大まちづくり大学院・修了式

　修士論文のテーマはアメリカ
で約30年前から取り組まれてい
る「メインストリート・プログ
ラム」という中心市街地活性化戦略の運営システムで
す。
　論文執筆は、主に勤務先向いの喫茶店で行いました。
提出までの約半年間は、毎日、仕事前の 1 時間～1 時
間半、帰りが早い時は、業務後にもコーヒーを飲みな
がら書きました。我ながらよく続いたなと思います。
　大変だったのは、資料の大半が英語だったこと（当
たり前ですが）とヒアリング調査のため２回アメリカ
に行ったことです。e メールによるアポ取りとインタ
ビュー、あんな下手な英語で……思い出すと今でも冷
や汗がでます。

　人生二度目の修論執筆。20 代
の、社会が実際のところどうい
う仕組みで動いているか、曖昧
だった頃の研究とは全く世界が違っていました。四半
世紀の社会経験によって現実の都市の抱える課題や可
能性が、具体的な形で見えるようになり、それゆえに
論文としてまとめるには混沌を極めました。都市の維
持装置である産業の変化が都市にもたらす影響につい
て極めたいと願いながら最後は時間との戦いでした。
締め切りに追われることには慣れているもののクライ
アントのいない論文執筆はあくまでも自分との戦いで
あり、果てしない闇の中を彷徨っているようにも思え
ました。しかし、これから直面すると思われる様々な
課題解決に向かう途上、大事な時間だったと確信して
います。

低炭素都市
これからのまちづくり

大西　隆・小林光　編著
A5判・256頁・税込2,835円

広域計画と
地域の持続可能性

大西　隆　編著
A5判・256頁・税込2,940円

人口減少時代の都市計画
─まちづくりの制度と戦略─

大西　隆　編著
A5判・272頁・税込3045円
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■2010年度　第4期生のみなさん

【どうき】幼い頃から暮らしている「まち」で働くことになる
と、月日を経るごとに、やっつけ仕事で大学（建築学科）を卒
業してしまった事実が、大きな後悔となって私を苦しめる
ようになっていた。
【いきぎれ】高速高質高級授業にて聞きなれぬ言葉を浴び、
過呼吸気味にレポート作成。ひとえに、Yahoo! や Google に
頼りっぱなしの日々です。
【めまい】知的好奇心を掘り下げられているせいか、私の心
が確実に豊かになっているのを感じます。もしかして、持続
可能なワタクシに再生してるんじゃないかしら…とクラ
クラしております。
【ふるえ】大好きなフットサルの誘いを断り、平日夜間、向か
う先はHONGO～！「分からないから来てるんだ」と「石の
上にも三年（できれば 2年で…PLEASE）」を、東京メトロ
南北線車中における呪術呪文として自らを奮い起こし、皆
様のお知恵を拝借させて頂きながら、明るくのびのび勉強
していく所存です。

　私は、設計事務所で意匠設計を担当しております。特に、
歴史的建造物の保存・活用やまち・建築を構成する要素、
要因に興味をもって、日々設計活動をしております。
　今までの知識・経験を学術的に整理すると共に、今後の
成熟社会に相応しい都市や建築を創る理論を学び実践へ
活かしていきたいと考えました。社会は物質的な豊かさか
ら心の豊かさを求める時代へと変貌し、都市や建築を創る
上で、広範囲で総合的な知識や理論を備えておく必要を感
じておりました。まちづくり大学院の魅力は、都市工学専
攻・社会基盤学専攻・建築学専攻の 3 専攻を総合的に学
ぶカリキュラムと第一線の教授、講師陣による講義にあり
ます。実際の講義においても理論から最新の状況まで密度
の濃い講義をして頂いております。
　まちづくりの理論は、これからの豊かな都市創造のヒン
トを与えてくれると思います。

　興味の赴くまま、気の向くままにやっていたら、結果、ま
ちづくり大学院にたどり着いていました。東大の名前に臆
する暇もなく。
　僕らバブル以降の世代、それも崩壊直後に社会に出た世
代は、前世代との比較で、自分には成功体験が圧倒的に足り
てない、と思っています。それが僕らから強さを奪っている
一方で、ヒトイチバイの探究心を抱かせているように考え
ると、個人的にはしっくりきます。僕らは僕らのやり方を見
つけられる気がします。
　おもしろいことに、と言ったら語弊があるかも知れませ
んが、僕らをとりまく環境も同時期に大きく変わろうとし
ています。ネガティブでなく、過剰にポジティブでもない、
新しい世代の街のつくり方がここにはある！と、言い切れ
はしませんが、ここになくてどこにある？！という気概が
まち大にはあります。その半分は僕らより上の世代、バブル
体験の世代の方たちの熱気ではありますけれど。（笑）ぜひ
トライして下さい。

　まちづくり大学院は、社会人向けの大学院ということで、
仕事を続けながら大学院で専門性のある学習ができると
いう大変魅力的な制度であると感じました。
　これまで不動産業務の仕事において日々の業務に邁進
してきたところ、これまで得た知識を体系的に整理し、そし
て自分の今後の業務においてより相応しい街づくりを自
らが実践していけるように、まちづくりの基礎となる理論・
知識、技術についてしっかりと総合的・体系的に整理し学
ぶ必要を感じ、入学をいたしました。
　新しく自分の今後の仕事・業務に役立てられるように、
この大学院の恵まれた学習環境を活かし多くを学び吸収
して行きたいと強く思います。
　仕事の関係で現在は休学中ですが、まちづくり大学院の
同期生から連絡を頂くなど暖かな学習の輪の中に入れて
いただき、とても感謝しています。
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2010年度（第4期）入学のみなさんに、志望した動機や今後の抱負など、思い思いに語っていただきました。

■新井里枝──三鷹市役所 ■井上惠太──東京急行電鉄（株）

■江島知義──（株）三菱地所設計

■桂　有生──横浜市役所

　まちづくり大学院に入学して──1



■2010年度　第4期生のみなさん

■演習での発表風景

【どうき】幼い頃から暮らしている「まち」で働くことになる
と、月日を経るごとに、やっつけ仕事で大学（建築学科）を卒
業してしまった事実が、大きな後悔となって私を苦しめる
ようになっていた。
【いきぎれ】高速高質高級授業にて聞きなれぬ言葉を浴び、
過呼吸気味にレポート作成。ひとえに、Yahoo! や Google に
頼りっぱなしの日々です。
【めまい】知的好奇心を掘り下げられているせいか、私の心
が確実に豊かになっているのを感じます。もしかして、持続
可能なワタクシに再生してるんじゃないかしら…とクラ
クラしております。
【ふるえ】大好きなフットサルの誘いを断り、平日夜間、向か
う先はHONGO～！「分からないから来てるんだ」と「石の
上にも三年（できれば 2年で…PLEASE）」を、東京メトロ
南北線車中における呪術呪文として自らを奮い起こし、皆
様のお知恵を拝借させて頂きながら、明るくのびのび勉強
していく所存です。

　私は、設計事務所で意匠設計を担当しております。特に、
歴史的建造物の保存・活用やまち・建築を構成する要素、
要因に興味をもって、日々設計活動をしております。
　今までの知識・経験を学術的に整理すると共に、今後の
成熟社会に相応しい都市や建築を創る理論を学び実践へ
活かしていきたいと考えました。社会は物質的な豊かさか
ら心の豊かさを求める時代へと変貌し、都市や建築を創る
上で、広範囲で総合的な知識や理論を備えておく必要を感
じておりました。まちづくり大学院の魅力は、都市工学専
攻・社会基盤学専攻・建築学専攻の 3 専攻を総合的に学
ぶカリキュラムと第一線の教授、講師陣による講義にあり
ます。実際の講義においても理論から最新の状況まで密度
の濃い講義をして頂いております。
　まちづくりの理論は、これからの豊かな都市創造のヒン
トを与えてくれると思います。

　一言でいって面白い。都市計画のバックグランドのない
私にとって、授業は濃密でキャッチアップには相当骨が折
れますが、これまでと異次元の視座での議論は多くの示唆
を含んでいます。
　エネルギー事業に身を置いて 20 年近くになりますが、
成熟都市・低炭素社会に向けての変革期にあって、将来ビ
ジョンやロードマップはまだまだ腑に落ちるレベルまで
明確になっておらず、試行錯誤の過程にあると思います。そ
んな中で、日常世界を離れた大学院という空間で、一歩下
がったビッグピクチャーでの思考を養い、低炭素都市のあ
るべき姿や、個人や会社が如何に「まちづくり」に貢献して
いくべきなのか、頭の整理には最良の機会です。
　第一線の教授陣による講義はいずれも興味深く、社会学
的なプログラムが組込まれている等、この大学院の懐の深
さを感じます。同級生や先輩も多彩なバックグランドと熱
い思いを備えた魅力に富んだ方々で、日々良い刺激を得て
います。

　もともと、複数の分野を横断的に学習できるというこ
とで選んだ選考である一方、自分の知らない分野につい
ては授業についていけるのかといった不安もありました
が、教授・講師陣も実務に関わっていらっしゃった方が
多いせいか、講義も分かりやすいものが多く、また社会
人ならではの学生と教師陣の活発な質疑応答にも刺激を
受けさせて頂いています。一緒に学んでいる同期も、他
業種で全く異なる仕事をしている人も多く、同じ課題に
取り組んでいても、違う視点や論点からアプローチして
くるなか、お互いの論点を突き合わせていくのは難しい
こともありながら非常に面白いです。
　しかも、年齢や職場のポジションに関係なく世代や業
種を超えて議論できる機会というのは、仕事の中では得
られない体験ということもあり、働きながら学ぶことは
決して楽なことではありませんが、多才かつ多彩な同期
のおかげで、日々ワクワクする大学生活を送らせて頂い
ています。

　興味の赴くまま、気の向くままにやっていたら、結果、ま
ちづくり大学院にたどり着いていました。東大の名前に臆
する暇もなく。
　僕らバブル以降の世代、それも崩壊直後に社会に出た世
代は、前世代との比較で、自分には成功体験が圧倒的に足り
てない、と思っています。それが僕らから強さを奪っている
一方で、ヒトイチバイの探究心を抱かせているように考え
ると、個人的にはしっくりきます。僕らは僕らのやり方を見
つけられる気がします。
　おもしろいことに、と言ったら語弊があるかも知れませ
んが、僕らをとりまく環境も同時期に大きく変わろうとし
ています。ネガティブでなく、過剰にポジティブでもない、
新しい世代の街のつくり方がここにはある！と、言い切れ
はしませんが、ここになくてどこにある？！という気概が
まち大にはあります。その半分は僕らより上の世代、バブル
体験の世代の方たちの熱気ではありますけれど。（笑）ぜひ
トライして下さい。

　専門的な知識を総合的に身に付け、業務に生かしたいと
思い、まちづくり大学院への入学を希望しました。
　まちづくり大学院は、仕事を続けながら学習・研究でき
るため、大学院で学んだことをすぐに業務に直結させられ
るのではないかと考えました。
　仕事を続けながらの学生生活は思った以上にきついです
が、同期生に刺激を受けながら大変充実した毎日を過ごし
ています。

　まちづくり大学院は、社会人向けの大学院ということで、
仕事を続けながら大学院で専門性のある学習ができると
いう大変魅力的な制度であると感じました。
　これまで不動産業務の仕事において日々の業務に邁進
してきたところ、これまで得た知識を体系的に整理し、そし
て自分の今後の業務においてより相応しい街づくりを自
らが実践していけるように、まちづくりの基礎となる理論・
知識、技術についてしっかりと総合的・体系的に整理し学
ぶ必要を感じ、入学をいたしました。
　新しく自分の今後の仕事・業務に役立てられるように、
この大学院の恵まれた学習環境を活かし多くを学び吸収
して行きたいと強く思います。
　仕事の関係で現在は休学中ですが、まちづくり大学院の
同期生から連絡を頂くなど暖かな学習の輪の中に入れて
いただき、とても感謝しています。

　私はこれまで鉄道会社において、単体の物件を扱う計画
業務、言ってみれば「点」の計画に携わってきました。しかし
鉄道は「線」であり、その影響は「面」の広がりを持ち得るも
のでもあります。そうした広範囲に及ぶ「面」的な影響を、ま
ちづくりという観点からより深く理解することにより、例
え「線」の計画でも、「点」の計画でも、より実効性の高いもの
になると思います。
　まちづくりに関する最先端の知識とスキルを身につける
ことにより、駅と周辺地域のあるべき姿をイメージし、沿線
都市の発展にも最大限寄与できるように、事業の方向性を
正しく見極めていきたいと考えました。特に持続可能な環
境都市づくりに関する最新の理論、知識、技法、技術を駆使
することにより、沿線都市の今後のあるべき姿を「面」的に
水平展開させていきたいと考え、まちづくり大学院への入
学を決めました。
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　私は職務として、今後進展していく渋谷駅周辺整備事業
の様々な調整に携わっており、打ち合わせの連続で目の回
るような日々が続き、仕事と学業の両立は相当ハードであ
ろうと想像していました。
しかし、忙しさは想像どおりであるにもかかわらず、かなり
充実した日々を過ごしています。新鮮で且つ時代の最先端
を切り開く講義の連続、そして同期生とのコミュニケー
ション。こんなに学び語らう楽しい日々を入学前は想像し
ていなかった、いや、想像以上だったと言うのが正しいかも
しれません。
　多様な専門分野をもつ同期生との討議や情報交換で得
られるものは、普段の仕事で得られるものとはまるで違う
ものがあり、かなり大きな付加価値があります。
2010 年の流行語を意識してですが、齋藤は何か持っている
と言われたら、それは（まちづくり大学院の）仲間ですと答
えることになりそうです。　

C M Y K

■新井里枝──三鷹市役所 ■井上恵太──都市生活創造本部

■上村　康之──東海旅客鉄道（株）

■江島知義──（株）三菱地所設計

■勝部安彦──東京電力（株）

■加藤美栄──財団法人　運輸調査局

■桂　有生──横浜市役所

■稲葉真絵──横浜市役所
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■齋藤　勇──渋谷区役所








